
金沢市子ども生活応援プランについて

ひとり親家庭の総合的な支援を図る『金沢市ひとり親家庭等

自立促進計画』と貧困状況の子どもやその家庭の支援を図る

『金沢市子どもの貧困対策基本計画』を統合し、『金沢市子ど

も生活応援プラン』として策定し、経済的な事情などにより

困難な状況にある子どもやひとり親家庭に対する施策のさらな

る充実を図る。



Ⅰ 本市の子どもの貧困の課題

１．子どもの生活に関する課題 （基礎的な生活習慣が身についていない など）

２．子どもの教育に関する課題 （基礎学力が身についていない・学校以外の学びの機会の不足 など）

３．世帯の経済状況や保護者の就労に関する課題（子どもの生活費や就学資金が確保できない など）

４．相談支援体制の課題 （困りごとの相談相手が少ない、必要な支援につながっていない など）

５．制度の周知・市民への啓発に関する課題 （必要としている人に必要な情報が伝わっていない など）

６．ひとり親家庭等の支援に関する課題 （仕事、子育て等の負担や責任の比重が大きい など）

７．新型コロナウイルス感染症による影響 （精神的負担や経済的負担の増加 など）



Ⅱ 金沢市子ども生活応援プランの概要
１ 計画の対象

子どもに関わるすべての市民を対象。支援の対象は、原則、

０歳から満１８歳になった最初の３月３１日までの子どもとその家庭とし、

ひとり親家庭等については、２０歳未満の子どもとその家庭及び寡婦
２ 計画期間

令和４年度から令和８年度までの５年間

３ 位置づけ

「子どもの貧困対策の推進に関する法律」第９条に定める市町村計画で、

「母子及び父子並びに寡婦福祉法」第１２条に規定する自立促進計画と
一体的な計画として策定



４．計画の体系
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Ⅰ
子どもの多様性を認め
地域や社会全体で
見守り支える体制づくり

Ⅱ
経済的困窮の
世代間連鎖の防止

Ⅲ

将来に明るい展望を持ち
成長できる環境づくり

方向性１
すべての子どもの健やかな
育ちを支える生活支援

方向性２
すべての子どもが能力や

可能性を伸ばすことができる
教育支援

方向性３
生活基盤の安定と向上を
図るための保護者への支援

方向性４
地域から切れ目なくつながる
重層的な支援体制の推進

方向性５
施策・制度の周知及び子どもの
貧困に関する意識啓発

Ⅳ
ひとり親家庭に対する
総合的な支援体制の推進

[基本理念]
[基本方針] [施策の方向性]



施策の方向性１
すべての子どもの健やかな
育ちを支える生活支援

（１）子どもが安心できる居場所づくりの推進

（２）基本的な生活習慣の定着に向けた支援の充実

（３）配慮を要する子どもへの支援の充実

（４）子どもの自立支援に向けた取組の推進

【主な取組・事業】

〇子ども食堂新規開設等事業

〇ヤングケアラー支援体制構築事業

〇高卒認定試験合格支援事業

子どもたちが、安心して過ごせる環境で健やかに育ち、将来生活していく
ために必要な基本的な生活習慣が身につくよう、子ども一人ひとりの成長
に応じたきめ細かい支援の充実を進めます。また、子どもの多様性を認め
るとともに、誰一人取り残さないというSDGsの視点を踏まえ、障害のあ
る子どもや外国籍の子どもなど、配慮を要する子どもや家庭への支援を充
実します。



（１）幼児教育・保育施設や学校等との連携強化

（２）地域等での学習支援の促進

（３）子どもの進学を支援する取組の推進

（４）子どもの創造力の育成

【主な取組・事業】

〇子どもの学習総合支援事業

〇金沢市育英会奨学資金

〇子ども体験活動支援事業

〇芸術文化体験事業

子どもたちがそれぞれの能力や可能性を伸ばすことができるよう、家庭と
学校が連携を図りながら、学習意欲や学習習慣を身につけられるよう支援
します。さらに、地域における学習支援体制の構築、進学を支援する取組
の充実など、子どもの家庭状況に応じた支援を進めるとともに、子どもの
創造性を育む様々な体験活動や社会参加の機会の充実を図ります。

施策の方向性２
すべての子どもが能力や可能性を
伸ばすことができる教育支援



（１）生活困窮家庭等への就労支援の充実

（２）妊娠期からの切れ目ない子育て支援の充実

（３）生活の安定を図るための支援の充実

（４）ひとり親家庭の養育費の確保等の推進

【主な取組・事業】

〇児童クラブひとり親多子世帯利用料支援事業

〇高等職業訓練促進給付金

〇養育費確保サポート事業

〇保育利用支援窓口オンラン化事業

保護者が安心して就労できるよう子育て支援や就労環境の充実を図ると
ともに、各種助成や手当等の家計の安定を図るための支援などにより、
家庭の経済的不安定さを和らげ、生活基盤の安定を図ります。

施策の方向性３
生活基盤の安定と向上を図るための
保護者への支援



施策の方向性４
地域から切れ目なくつながる
重層的な支援体制の推進

（１）子どもの貧困を早期発見するための

取組の推進

（２）子どもに関する専門的な相談窓口の充実

（３）子どもの生活を支援する団体等の

ネットワークの連携強化

（４）ひとり親家庭の相談支援体制の強化

【主な取組・事業】

〇拠点型子ども宅食モデル事業

〇子どもソーシャルワーカー

〇金沢版重層的支援体制整備事業

〇金沢こども応援ネットワーク事業

生活に困難を抱えている子どもや家庭に早期に気づき、適切な支援につ
なげていけるよう、子どもや家庭にとって身近な地域において困りごとに
気づき、支えていく支援体制の充実を図るとともに、切れ目なく制度や支
援に確実につなげていくため、地域、学校、関係団体、行政等の連携を
強化します。



施策の方向性５
施策・制度の周知及び
子どもの貧困に関する意識啓発

（１）子どもの生活に関する施策・制度の

周知の推進

（２）ひとり親家庭に関する施策・制度の

周知の推進

（３）子どもの貧困に関する意識啓発

【主な取組・事業】

〇金沢子育てお役立ちウェブ

〇いしかわ中央子育てアプリ

→かなざわ子育てすまいるクーポンを
電子化し、アプリに追加

困難を抱える子どもや家庭に施策や支援制度の情報を提供するにあたっ
ては、家庭状況に応じて効果的な周知方法を工夫するとともに、必要な支
援情報が届きやすい体制を強化します。また、子どもの貧困対策を市民全
体で取り組む機運を高めるための取組を進めます。


